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高岡市男女平等推進プラン（第２次）後期事業計画中間報告に対する 

意見募集結果及び対応（案） 

 

●募 集 期 間 ：令和３年１2月６日（月）～令和４年１月６日（木）まで 

●周 知 方 法 ：男女平等・共同参画課（ウイング・ウイング高岡６階）情報公開窓口（本庁舎２

階）、福岡・伏木・戸出・中田支所 

市ホームページ、高岡市公式ツイッター、フェイスブック 

●意見件数：30件 

 

女性の参画に関する意見（11件） 

№ 対象箇所 ご意見・ご提案 考え方・対応（案） 

１ Ｐ36 

重点課題１

【３】 

政治を身近に考えるため、学

校教育から取り組みが必要。

小学校から成長過程に合わせ

た、政治分野の男女共同参画

の推進に向けた取り組みを望

む。 

市民が市政に関心を持つよ

う、あらゆる面で意見を求め

る機会をつくるべき。 

議員には男性が多く、各地の

女性議員の講演や学習会・意

見交換などの政治参画に向け

た取り組みについて加えてい

ただきたい。 

行政分野をはじめ、社会のあらゆる分野で男

女が平等に参画し、多様な意見が反映される

よう、重点課題１の主要な事業【3】に基づ

き取り組みます。まちづくり出前講座などを

通じ、市民の市政への参画意識の醸成に努め

るとともに、意見を市政へ反映する場の設定

に向けて検討を進めてまいります。いただい

たご意見は今後の参考とさせていただきま

す。 

２ Ｐ36 

重点課題１ 

【５】 

教員の過労死の限界を超える

業務があると聞く。先生に対す

る管理、評価は、教員の業務を

逸脱しており、30人学級もなか

なか進まず、職員会議では、先

生方が発言できないとも聞く。

根本的な業務改善、校長・教頭、

先生方が一緒に課題に取り組

むよう方針転換、子どもと先生

方の最善の環境を望む。 

各学校においては、学校多忙化解消の推進方

針をもとに、実情を踏まえながら、業務の合

理化、スリム化を進めています。例えば職員

会議の時間短縮や実施時期の見直し、週１回

のリフレッシュデーの設定、また、お盆の期

間に学校閉庁日を３日間設定するなど、長期

休業中の年休のまとめどりを推奨していま

す。 

 教員の多忙化解消には国の教員定数の改

善が大きく影響することから、今後も国、県

に改善を求めていきたいと考えています。 

資料４ 
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３ Ｐ37 

重点課題１ 

【７】 

自治会では、いまだにお茶くみ

は女性の役割。普段の活動か

ら、一人一人が男女平等・共同

参画の意識を持つよう変える

べき。出前講座を受講するよう

手立てが必要。 

人口減少や少子高齢化など、地域コミュニ

ティや地域活動における様々な組織の維持

や活力の向上に向けて、多様な人が参画でき

ることが必要になっています。重点課題１

【７】に基づき、自治会や PTAなどの地域活

動組織と連携・協力し、女性の参画や登用に

ついて理解と周知に努めてまいります。 

４ Ｐ45 

重点課題５ 

全般 

女性の中にも多様な女性がい

ることを念頭に置いて支援す

べき。 

トランスジェンダーの人々は

シスジェンダーの女性以上に

就労が難く、差別や偏見を受け

る。SNS 上でのヘイトが広がっ

ており、自治体がサポーティブ

であることが重要。 

（「女性」「男性」だけが平等に

なればよいわけではなく、すべ

ての人が平等になることが目

標、女性の活躍支援において、

多様な女性がいる視点は重要） 

本プランの基本目標の一つに「個人が尊重さ

れ、能力が発揮できる環境づくり」を掲げて

おり、多様な生き方を認め合い、すべての人

が生きやすい、また、活躍できる社会の実現

を目指し取り組んでまいります。 

５ 基本目標Ⅰ

全般 

・2021年 6月 10日、国会で「政

治分野における男女共同参画

推進法」改正が可決成立し、地

方自治体も環境整備や人材育

成などの取り組みが義務化さ

れている。・政治分野の男女共

同参画について明記すべき。日

本はジェンダーギャップ指数

が低く、地方の取り組みを推進

することが重要である。 

全国的な動き等を踏まえながら、本市議会に

おいても政治分野における男女共同参画の

環境整備を進めています。昨年３月には、市

議会会議規則を改正し、欠席事由として、育

児、看護、介護、配偶者の出産補助を明文化

し、出産の産前・産後期間を追加しました。

また同年 11 月には、旧姓使用取扱要綱を制

定し、議会活動に旧姓を使用できるようにし

ました。今後も、全国的な動き等を注視する

とともに、市民のご意見に耳を傾け、取り組

みを推進してまいります。また、行政分野を

はじめ、社会のあらゆる分野で男女が平等に

参画し、多様な意見が反映されるよう、重点

課題１の主要な事業【3】に基づき、まちづ

くり出前講座などを通じ、市民の市政への参

画意識の醸成に努めてまいります。いただい

たご意見は今後の参考とさせていただきま

す。 
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６ 基本目標Ⅰ

全般 

・女性の政策方針決定の場の参

画に向けた計画と事業を取り

入れるべき。 

重点課題１の（１）に基づき、政策・方針決

定過程への共同参画の促進に取り組んでま

いります。また、主要な事業【1】に基づき、

各分野で活躍する女性の情報を管理する「女

性人材バンク」を作成し、審議会等委員の候

補者の情報を提供するなど、引き続き審議会

の女性委員登用促進に取り組みます。 

７ 基本目標Ⅰ

全般 

・女性がまちづくりに参画でき

るような事業を展開していく

べき。 

市民・団体・企業等の多様な主体が連携し、

新たなまちの魅力や地域の価値を共に創り

上げていくため、市民がより主体的にまちづ

くりを進めることができるよう重点課題３

の主要な事業【17】に基づき女性も男性も参

画する共創の取り組みを行ってまいります。 

８ 基本目標Ⅰ

全般 

・女性自身の持つ悩みが社会問

題であることに気づき、政策提

言できるよう市民活動への支

援をすべき。 

重点課題 11 の主要な事業【81】に基づき、

男女平等・共同参画の理解・促進に努めます。 

９ 基本目標Ⅰ

全般 

・クォータ制を取りいれる等の

改革が必要である。 

市の審議会等の女性委員の登用促進は重点

課題１の施策の方向（１）に位置づけており、

女性委員の比率 33.0％以上を目標に女性の

登用促進に取り組んでいます。また、女性員

のいない審議会の解消に向け担当課と協議

するなど、個々に課題に取り組み目標の達成

に向けて進めてまいります。女性の委員や地

域リーダーの登用については（２）に位置付

けており女性の参画や女性リーダーの必要

性について理解と周知を図りたいと考えて

います。 

10 基本目標Ⅰ

全般 

・女性や若者が意思決定に参画

する地域への支援などジェン

ダーギャップ解消を考えるべ

き。 

ジェンダーギャップの解消に向けて、審議会

等の女性委員の登用促進や各種講座による

地域活動組織への女性参画への促進に取り

組んでまいります。 

11 基本目標Ⅰ

全般 

・ＮＰＯと協働する仕組みを構

築し、市民全員でのまちづくり

をするべき。 

重点課題３【16】【17】に基づき、活動団体と

の連携や市民との共創の取り組みに努めて

まいります。 
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ワーク・ライフ・バランスに関する意見（２件） 

12 

Ｐ42 

重点課題４ 

【25】 

市男性職員の育児休業等取 得

率目標値はもっと高くすべき 

（目標数値  ８０％） 

本プランにおける目標値は、別に定める特定

事業主行動計画に定める目標値に合わせて

設定しております。特定事業主行動計画の計

画期間は R２年度から R６年度までの５年間

であり、R7年度以降の目標値は、その時点で

の取得率を踏まえ再度検討することとして

おります。 

本市においては、実現可能な範囲での目標値

を設定し、取り組みや気運の醸成方法などに

適宜検討を図りながら着実に実績を積むこ

とで、より高い取得率を目指すものでありま

す。 

ご意見のように、最初から高い目標値を設定

し取り組みを進めていくべきという考え方

もございますが、上記のような考えに基づき

設定しているということにご理解いただき

ますようお願いいたします。 

13 

Ｐ41 

重点課題４ 

施策の方向

(1) 全般 

・推進事業所認定後の事業所の

活用がされるとよいのではな

いか。各社の取り組みを公表

し、センターとの関わりや市民

へのアピールができる仕組み

づくりを望む。 

・センターを仲介に企業と若者

等のかかわる工夫ができるの

ではないか。センターの事業と

なるテーマ・仕組みを望む。 

重点課題４【24】の推進事業所の認定に加え

て「事業所による事例紹介」や「市と事業所

の連携により他事業所への啓発」に取り組む

こととしています。この取り組みを広く周知

することで若者も含め広く市民に向けて普

及啓発を図ってまいります。いただいたご意

見を参考に進めてまいります。 

 

人権尊重に関する意見（１１件） 

14 

Ｐ38 

重点課題２ 

【10】 

・様々な家庭、LGBTQ 等多様な

性を生きる人も念頭に置く必

要がある。 

家庭を取り上げた場合「男女の

カップルと子ども」「同性の

カップルで子育てをしている」

「ひとり親」「一人で生活して

いる」といった実際の状況の反

映が必要。 

本プラン策定にあたり、32 ページの記載の

とおり、全ての人が活躍できる社会の構築を

重点的な視点ととらえています。多様な生き

方を認め合い、すべての人が生きやすい、活

躍できる社会の実現を目指します。重点課題

７の【49】に基づき取り組んでまいります。 
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15 

Ｐ48 

重点課題７ 

【46】 

幼児、小学生から、人権教育が

必要だと思います。 

全員に CAP（キャップ）プログ

ラ ム ： Child Assault 

Prevention（子どもへの暴力防

止の意）届けたい。 

道徳の時間はもとより、全ての教育活動を通

して、一人ひとりの自尊感情を高め、豊かな

心を育むいのちの教育を行っています。 

 市内の小中学校では、障がいがありながら

一生懸命働いていらっしゃる方や産婦人科

のお医者様を招聘した集会、みずからの生き

方を語る人権弁論大会等を開催しています。

これらの活動を通して、児童生徒がかけがえ

のない「いのち」について考えを深め、障が

いに対する差別や偏見、いじめを生まない環

境づくりに取り組んでいます。 

 また、授業を通して感じたいのちの大切さ

や感謝の気持ちをメッセージカードに書き、

家族や地域の方に発信するなど、学校と家

庭、地域が一体となって児童生徒に対するい

のちの教育や人権教育の推進に取り組んで

います。 

16 

Ｐ48 

重点課題７ 

【49】 

・多様な性・生き方に対する理

解の浸透には、早い段階からの

教育や学習が必要。 

小学校･中学校・高校･大学等の

授業･講義を通じ、正しい知識

の普及・啓蒙活動が必要。 

また、社会人など、対象者に合

わせたプログラムが必要であ

る。パートナーシップ制度の導

入の機運醸成にもつながり、制

度の導入は、個人が尊重され、

能力が発揮できる環境づくり

につながる。 

重点課題７の【46】【47】に基づき、高岡市

立学校において人権教育を推進します。市内

の小中学校では、障がいがありながら一生懸

命働いていらっしゃる方や産婦人科のお医

者様を招聘した集会、みずからの生き方を語

る人権弁論大会等を開催しています。これら

の活動を通して、児童生徒がかけがえのない

「いのち」について考えを深め、障がいに対

する差別や偏見、いじめを生まない環境づく

りに取り組んでいます。授業を通して感じた

いのちの大切さや感謝の気持ちをメッセー

ジカードに書き、家族や地域の方に発信する

など、学校と家庭、地域が一体となって児童

生徒に対するいのちの教育や人権教育の推

進に取り組んでいます。 

 広く市民の方へ向けては、【48】に基づき、

講演会や講座を開催するなど人権尊重意識

の啓発を行ってまいります。いただいたご意

見を参考に多様な性、生き方に対する理解の

浸透と人権尊重意識の醸成に努めてまいり

ます。 
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17 

P32 

（４）全て

の人が活躍

できる社会

の構築 

理解促進だけでなく、実効的な

施策をお願いする。現在富山県

が進めるパートナーシップ制

度について、県と連携して行く

ことを期待する。 

ご意見を踏まえながら、重点課題７の各事業

に基づき、多様な性・生き方に対する理解の

浸透に努めてまいります。パートナーシップ

制度の導入について、関係部署との協議を行

いながら研究を進めてまいります。県の制度

との連携も重要と考えております。 

18 

Ｐ48 

重点課題７ 

【49】 

・県のパートナーシップ制度の

導入検討に、高岡市も協調して

取り組みを進めるべき。 

申請を高岡市で行う、県の証明

書があれば市営住宅に家族と

して住める、自治体職員が慶弔

休暇や慶弔見舞金で法律婚を

しているカップルと同等に扱

う、企業や団体にも協力を呼び

掛けるなどが考えられる。 

パートナーシップ制度導入について、関係部

署との協議を行いながら進めてまいります。

県の制度も注視し、研究・検討を進めます。 

19 

Ｐ48 

重点課題７ 

【53】 

・少子化について国の対策がな

されていない。家族を重要視し

個人としての人権尊重に欠け

ている。どのような理由・状況

であれ、生まれてきた子どもに

差別があってはならないのに、

未婚の母は特に偏見の目や行

政においては、支援・助成に差

別・格差がある。国がどうあろ

うと地方自治体では差別がな

いことを望む。（高岡市は調査

不足） 

本市の「第２期高岡市子ども・子育て支援事

業計画」の基本目標の１つに「すべての子ど

もの権利を守る体制づくり」を掲げており、

未来の高岡市を創るすべての子どもが生ま

れ育った環境によって左右されることなく

一人ひとりが夢や希望を持つことができる

よう、教育、生活、保護者就労、経済支援を

引き続き推進し、子どもの貧困の解消に取り

組むこととしています。本市で行っている児

童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成、母

子・父子家庭自立支援給付金等について、未

婚の母とそれ以外の理由のひとり親との支

援・助成に差別や格差はないものと認識して

います。今後も子どもが生まれ育った環境に

よって左右されることなく一人ひとりが夢

や希望を持つことができるよう支援してま

いります。 

市内の小中学校では、児童生徒がかけがえの

ない「いのち」について考えを深め、障がい

に対する差別や偏見、いじめを生まない環境

づくりに取り組んでいます。また、授業を通

して感じたいのちの大切さや感謝の気持ち

をメッセージカードに書き、家族や地域の方
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に発信するなど、学校と家庭、地域が一体と

なって児童生徒に対するいのちの教育や人

権教育の推進に取り組んでいます。 

20 

Ｐ56 

重点課題 10 

【79】 

・発達段階に応じた性教育の実

施(学校教育課)について文面

にしっかりと書かれているの

で、評価できる。人権の基本で

あり、学校や家庭でしっかりと

話していくことだが、難しい面

がある。主体的に学校で、ＮＰ

Ｏの協力も得て行うシステム

を希望する。 

・大人へのカリキュラムもあ

り、保護者の理解と認知を得る

為に同時に取組むとよい。 

小学校では、第４学年の体育科の中で、思春

期に現れる体や心の変化について学習して

います。また、中学校では保健体育科の授業

で、生殖機能の成熟や性的欲求や性衝動な

ど、性への正しい知識を学習しています。中

学校では、ＬＧＢＴＱを考慮した校則の見直

しにも取組始めており、ＮＰＯとの連携につ

いては、今後、そのあり方を検討してまいり

ます。 

21 

Ｐ56 

重点課題 10 

【80】 

リプロダクティブ・ヘルス/ラ

イツ（性と生殖に関する健康と

権利）の概念等に対する理解の

浸透を望む。女性主体であり、

「男女が自分の体について‥」

の記載は、「女性が‥」に修正す

べき。「リプロ・・」の精神を前

面に出して、性教育とも進める

ことが必須である。 

重点課題 10 では、男女の生涯を通じた健康

支援として、男女が自分のからだについて正

確な情報と知識を持ち、お互いの健康につい

て理解しあい、生涯にわたって心身の健康な

状態を保つことができるよう取り組むこと

が重要であると考えており、「男女が自分の

体について」は原文のままとします。 

 また、性教育については、小学校では、第

４学年の体育科の中で、思春期に現れる体や

心の変化について学習しています。また、中

学校では保健体育科の授業で、生殖機能の成

熟や性的欲求や性衝動など、性への正しい知

識を学習しています。主要な事業【75】に基

づき、発達段階に応じて性教育を行ってまい

ります。 

22 

Ｐ29 

基本目標Ⅲ  

(7)あらゆ

る人に対す

る人権 

・セクシュアルマイノリティの

理解が十分でないという結果

がでており、「多様な全ての人

がお互いを思いやり助け合い

ながら、個性と能力を発揮して

いく男女平等･共同参画社会の

実現」とあるが、間違った認識

が当事者が傷つけ、生きづらさ

につながることから、正しい知

性的少数者について正しい理解が進むよう

【48】【49】 に基づき講演会・講座等を開催

するなど、ご意見も踏まえながら引き続き人

権尊重意識の啓発に努めてまいります。 
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識の普及・啓蒙活動を願う。 

事業実施にあたっては、その時

の時代の流れも勘案し見直し、

評価を行い、つぎにつなげてい

くべき。 

23 

P35,36 

重点課題１ 

全般 

・男女平等な登用や性別にかか

わらない登用の対象が、LGBTQ、

特にトランスジェンダーも含

むことを示すべき。 

トランスジェンダーなど多様

な女性や男性は意思決定など

を行う立場から排除されたり、

当事者が重要な立場になれな

いと思い、エントリーしないこ

ともある。 

多様な生き方を認め合い、全ての人が生きや

すい、活躍できる社会の実銀に向けて、より

一層の理解の促進が重要と考えています。本

プランでは、個人が尊重され、能力が発揮で

きる環境づくりを基本目標に、あらゆる人へ

の人権を尊重する意識を高めることを重点

課題としており、主要な事業【49】に基づき、

性の多様なあり方を認識し、性的少数者に対

する理解を進めるための啓発を図ります。 

24 

Ｐ20 性的少数者への理解を深める

ためにも富山ＣＡＰやＮＰＯ

法人Ｎプロによる、学校での出

前講座を提案する。 

富山ＣＡＰでは児童・生徒・保

護者・職員の二段階のワーク

セットが行われている。ＮＰＯ

法人Ｎプロでは子ども向けの

チラシが作成されている。 

大人と子どもがともにジェン

ダーに対する知識を深めるこ

とによって、セクシャル・マイ

ノリティが原因によるいじめ

や、自分の中の違和感に苦しむ

子どもが、少しでも楽になるか

もしれない。 

重点課題７【46】【47】に基づき、市内の小

中学校では、障がいがありながら一生懸命働

いていらっしゃる方や産婦人科のお医者様

を招聘した集会、みずからの生き方を語る人

権弁論大会等を開催しています。これらの活

動を通して、児童生徒がかけがえのない「い

のち」について考えを深め、障がいに対する

差別や偏見、いじめを生まない環境づくりに

取り組んでいます。 

 また、授業を通して感じたいのちの大切さ

や感謝の気持ちをメッセージカードに書き、

家族や地域の方に発信するなど、学校と家

庭、地域が一体となって児童生徒に対するい

のちの教育や人権教育の推進に取り組んで

います。 

 広く市民の方へ向けては、【48】に基づく

人権教育や市民への講演会・講座等の開催な

ど性的少数者への理解の浸透に努めてまい

ります。また、重点課題３の事業に基づき市

民・団体等の皆様との連携により進めていき

たいと考えています。 
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防災に関する意見（２件） 

25 

Ｐ40 

重点課題３ 

【20】 

自主防災組織に女性が参画す

るため、防災士の知識があった

ほうが良いのではないか。 

女性リーダーの育成は、女性防

災士を増やす取り組みも必要

だと考える。 

自主防災組織への女性参画には、平時から地

域活動に女性が参画していることが大切で

す。重点課題３【20】【21】に基づき、地域

へは女性防災リーダーの重要性と併せて防

災士資格取得について理解を促し、周知啓発

に取り組んでまいります。 

26 

Ｐ40 

重点課題３ 

【21】 

男女平等・共同参画の視点を取

り入れるため、市の防災担当に

女性職員を配置することも必

要だと考える。 

市民への意識調査では、防災・災害復興対策

での性別に配慮が必要なことは、「避難所内

の生活環境（男女別のトイレ・更衣室、防犯

対策など）」、「女性のニーズの把握、支給に

対する配慮」、「避難所運営の責任者に女性が

配置され、被災者対応に女性の視点が入るこ

と」の順になっています。このような調査結

果を踏まえ、本プラン後期事業計画策定の視

点に地域活動での男女共同参画の推進にお

いて、避難所運営などの防災マニュアルの策

定に男女がともに関わり意見を取り入れる

ことが必要であると捉えています。そのため

本市の防災会議は男女それぞれの委員で構

成しており、防災対応においては、本部事務

局や避難所運営において男性だけでなく女

性職員も配置するなど、男女を含むすべての

人に配慮した管理運営を図っています。重点

課題３の主要な事業【20】【21】に基づき、

男女平等・共同参画の視点からの防災施策を

推進してまいります。 

 

その他の意見（４件） 

27 

Ｐ57 

重点課題 11 

【82】 

（男女平等推進センター登録

活動団体数や施設利用者につ

いて）どのように拡大していけ

ばよいのか、考えていきたい。 

男女平等推進センターでは、セミナーや講演

会、講座の開催、情報誌による情報発信など、

市民や各団体のニーズを取り入れ進めてま

いります。 

28 

Ｐ34 

第２章 

１男女平等

推進プラン

の体系 

「男女が一緒になって活躍で

きる社会」の「一緒」という言

葉は、単なる状況を表したもの

で、決意などの意味が表れてい

ない。 

「高岡市男女平等・共同参画都

本プランでは「男女が一緒になって活躍でき

る社会」を目指し策定しています。「一緒に

なって」については、家庭、地域、職場など

様々な場に応じた男女それぞれの参画の形

があることを表すものであり、原文のままと

します。基本目標では「あらゆる分野におい
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市宣言」で示された「・・あら

ゆる分野へ対等に参画し、活躍

できる・・」を引用すればよい

のではないか。 

て、男女が平等に参画できる環境づくり」「仕

事と生活の調和が保たれ、男女がともに活躍

できる環境づくり」などを掲げ、各施策に取

り組みます。 

29 

Ｐ10、11 高校体育の武道の授業を男女

別に行うのは、当たり前の事と

なっているが、部活動では男女

合同で練習をやっているとこ

ろもある。このアンバランスな

現状を考慮しブランを推し進

めて欲しい。武道と他スポーツ

とは現状が違うと思われる。 

学校教育の現状を鑑み、プランを進めてまい

ります。 

30 

全般 プランが必要になったのは、社

会に蔓延する男尊女卑が根底

に存在するからである。 

明治に決定した家制度、家父長

制、男尊女卑のシステムが、77

年経過し敗戦後もあたかもあ

るような民法 750条が私たちを

苦しめている。家庭の中での厳

然と序列が出来る民法 750条の

仕組みが、社会における男女差

となって反映されており、婚姻

における同姓の矯正が男女差

を担保している。 

選択的夫婦別姓へと改正され

ない限り、この男女差は続くで

しょう。 

多くの自治体の議会が民法 750

条の選択的夫婦別姓への改正

の意見書、請願書を国会に出し

ており、選択的夫婦別姓への民

法改正を進めてほしい。 

本プランに基づき、家庭や地域、職場などの

あらゆる場での男女平等・共同参画社会の実

現に向け、根強く残る性別役割分担意識の解

消など、様々な施策に取り組んでまいりま

す。選択的夫婦別姓制度については、本プラ

ンにおいては明言はせず、国の議論や検討状

況を注視していきたいと考えています。 

 


